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序

　さざ波の広がる海は詩や絵画の世界でありますが，一度時化ると海の波の恐ろしさは想像を絶

するものがあります。とくに我国の周辺海域は，台風の襲来，冬の季節風，低気圧の発達等による

高波の瀕発する難所となっており，今日でも船舶の遭難が続発し，また堅牢を誇る港湾海岸の構築

物も一夜にして無に帰してしまうこともしばしばです。このため，従来の経験的方法による波の予

報から定量的なより精密な予報への改善が要望されておりました。気象庁ではこれ等社会的二一ズ

に答えるため定量的な波浪予報の業務化を計画，これに基づき気象研究所海洋研究部は昭和46年から

昭和50年までの5ケ年の歳月を費やし，内外の諸研究の成果を踏まえ波浪推算モデル（MR　I）を

開発しました。このモデルは実用試験の後，昭和52年度波浪予報の業務化と同時に標準モデルとし

て使用され現在に至っております。

　本報告は，その後の内外の諸研究（とくにSWAMP計画）の成果に加え，MR　Iのすぐれた点

を包含し，欠点を補正するべく開発された第2世代の波浪予報モデルMR　I一∬の諸特性を明らか

にするためのものであります。同モデル利用のマニュアルとして，また，波浪予報モデルの次の段

階への発展のための基礎資料として有効に活用されることを期待するものであります。

　最後になりましたが，本研究を実施した海洋研究部，宇治豪主任研究官の功労を多とするとともに，

惜しみなく各種協力をしていただいた所内，部内の関係官，研究者，気象庁海洋気象部関係官，適

確かつ建設的な意見・批判および有用な情報を提供して下さった東北大学，九州大学の同学の志に

深甚の感謝の意を表す次第であります。

昭和60年1月

気象研究所　海洋研究部長

　　　　飯田隼人
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